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( 1 )  審 査 経 緯  

 博 士 論 文 審 査 の 経 緯 を 以 下 に 示 す 。   

  2 0 2 3 年 1 0 月 2 6 日   予 備 審 査 会   

  2 0 2 3 年 1 0 月 2 6 日   教 室 会 議 受 理 決 定   

  2 0 2 3 年 11 月 1 6 日   先 進 理 工 学 研 究 科 運 営 委 員 会 受 理 決 定  

  2 0 2 4 年 1 月 2 7 日    公 聴 会  

  2 0 2 4 年 2 月 5 日    審 査 分 科 会  

  2 0 2 4 年 2 月 2 5 日    先 進 理 工 学 研 究 科 運 営 委 員 会   

 

( 2 )  論 文 背 景 ・ 内 容 ・ 評 価  

心 臓 に 血 液 を 送 る 左 ・ 右 冠 動 脈 の 中 で 左 冠 動 脈 は 左 心 室 へ の 血 流 の 8 0 %以

上 を 供 給 す る 血 管 で あ る 。 冠 動 脈 狭 窄 病 変 を 拡 張 す る 経 皮 的 冠 動 脈 イ ン タ ー

ベ ン シ ョ ン 治 療 は 大 き く 進 歩 し て き た が 、 左 冠 動 脈 起 始 部 の 主 幹 部 か ら 前 下

行 枝 と 回 旋 枝 に 分 岐 す る 両 側 の 病 変 を 2 本 の ス テ ン ト を 用 い て 拡 張 し て 治 療

す る 2 -ス テ ン ト 法 に 関 し て は 、 再 狭 窄 や 血 栓 症 等 の 合 併 症 の 発 生 率 が 高 く 、

安 定 冠 動 脈 疾 患 の 血 行 再 建 ガ イ ド ラ イ ン で も ク ラ ス I I b に 位 置 付 け ら れ て い

る 。 リ ス ク が 高 く 、 臨 床 試 験 で 治 療 手 技 を 確 立 し て い く こ と が 倫 理 的 に 困 難

で あ り 、 左 冠 動 脈 主 幹 部 の 特 徴 を 模 し た 非 臨 床 試 験 機 器 と 評 価 法 の 研 究 開 発

が 、 よ り 良 い 治 療 ス ト ラ テ ジ ー を 構 築 し て い く 上 で 重 要 と な る 。  

本 論 文 は 、リ ス ク が 高 く 倫 理 的 観 点 か ら 現 時 点 で は 臨 床 試 験 が 実 施 で き ず 、

よ り 良 い 治 療 法 を 検 討 で き な い と い う 臨 床 課 題 を 踏 ま え 、 心 臓 の 収 縮 ・ 拡 張

に 伴 う 左 冠 動 脈 主 幹 部 分 岐 部 の 動 き を 模 し た 非 臨 床 試 験 シ ス テ ム を 開 発 し 、

臨 床 カ テ ー テ ル 室 で 2 -ス テ ン ト 法 に よ る ス テ ン ト 留 置 実 験 を 行 い 、左 主 幹 部

の 分 岐 部 と い う 大 き な ス テ ン ト 拡 張 が 求 め ら れ る 部 位 で は 血 管 に 圧 着 す る 拡

張 性 能 を 有 す る ス テ ン ト プ ラ ッ ト デ ザ イ ン が 必 要 で あ る こ と 、 治 療 に 併 用 す

る モ ダ リ テ ィ と し て 3 D - O C T ガ イ ド が X 線 透 視 ガ イ ド よ り 優 れ る こ と を 示 し 、

将 来 安 全 か つ 有 効 な 臨 床 研 究 を 行 う た め の 非 臨 床 試 験 法 を 提 示 し て い る 。  

第 2 章 で は 、 日 本 人 の 平 均 的 な 左 冠 動 脈 主 幹 部 分 岐 部 血 管 の 形 態 と 心 拍 動

に よ る 動 き を 心 臓 C T デ ー タ を 用 い て 評 価 し 、 心 拍 動 に よ る 動 き を 模 し た こ

れ ま で に な い L M 分 岐 部 病 変 モ デ ル を 作 製 し て い る 。  

第 3 章 で は 左 冠 動 脈 の 主 幹 部 か ら 前 下 行 枝 へ 1 つ の ス テ ン ト を 留 置 し て 回

旋 枝 へ の 流 路 を バ ル ー ン で 拡 張 さ せ る 1 - s t e n t 法 に お い て 、回 旋 枝 入 口 部 に あ
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る ス テ ン ト セ ル の ガ イ ド ワ イ ヤ ー に よ る 至 適 通 過 位 置 の 決 定 に お け る

3 D - O C T ガ イ ド の 有 用 性 を 示 し て い る 。 開 発 し た 左 冠 動 脈 主 幹 部 分 岐 部 病 変

モ デ ル が 実 臨 床 に 即 し て い る こ と を 示 し 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ー 操 作 に は 、 X 線 透

視 下 で の 見 え 方 や 心 拍 動 に よ る 動 き が 影 響 す る こ と を 明 ら か に し て い る 。  

第 4 章 で は 、 2 -ス テ ン ト 法 に お け る ガ イ ド ワ イ ヤ ー 通 過 の 至 適 位 置 の 判 定

法 を 定 義 し 、 判 定 法 に 従 っ て 3 D - O C T ガ イ ド で ガ イ ド ワ イ ヤ ー 通 過 位 置 を 手

技 中 に 修 正 す る こ と で 、 2 -ス テ ン ト 法 に お い て も 臨 床 予 後 に 関 わ る と さ れ る

非 圧 着 ス ト ラ ッ ト の 頻 度 や 容 積 を 減 少 で き る こ と を 示 し て い る 。  

第 5 章 で は 、 ス テ ン ト の デ ザ イ ン 、 サ イ ズ に か か わ ら ず 3 D - O C T ガ イ ド で

至 適 位 置 に ガ イ ド ワ イ ヤ ー を 通 過 さ せ る こ と に よ り 、 側 枝 入 口 部 の 非 圧 着 ス

ト ラ ッ ト を 低 減 で き る 一 方 、 分 岐 部 全 体 の 非 圧 着 ス ト ラ ッ ト 低 減 に は 、 分 岐

部 に 対 し て 十 分 な 最 大 拡 張 径 を 有 す る ス テ ン ト を 選 択 す る こ と が 必 要 で あ る

こ と を 明 ら か に し て い る 。  

2 0 2 3 年 1 0 月 2 6 日 の 予 備 審 査 会 で 本 研 究 の レ ギ ュ ラ ト リ ー サ イ エ ン ス に お

け る 意 義 に つ い て 補 足 し た 方 が よ い と い う 指 摘 が あ っ た 。  

2 0 2 3 年 1 月 2 9 日 の 公 聴 会 で は 、 臨 床 で の 左 冠 動 脈 分 岐 部 の 動 き を 模 し た

試 験 シ ス テ ム を 用 い て 、 ス テ ン ト の 性 能 と 手 技 の 因 子 を 踏 ま え た 独 創 的 研 究

で あ る と 評 価 さ れ た 。 ま た 、 博 士 論 文 が 、 予 備 審 査 会 で の 指 摘 も 踏 ま え て 加

筆 修 正 さ れ て い る こ と を 確 認 し た 。  

以 上 、 本 論 文 は 、冠 動 脈 イ ン タ ー ベ ン シ ョ ン 治 療 に お い て 残 っ た 課 題 で あ

り 治 療 法 の 発 展 が 必 要 な 左 冠 動 脈 主 幹 部 分 岐 部 病 変 を 対 象 と し て 、 リ ス ク が

高 く 臨 床 試 験 を 実 施 で き な い 課 題 を 踏 ま え 、 こ れ ま で に な い 心 臓 の 収 縮 ・ 拡

張 に 伴 う 左 冠 動 脈 主 幹 部 分 岐 部 の 動 き を 模 し た 実 験 シ ス テ ム を 開 発 し 、

2 - s t e n t 法 に お け る 手 技 因 子 と ス テ ン ト 性 能 の 影 響 を 評 価 し て 明 ら か に し た

初 め て の 研 究 で あ る 。 左 主 幹 部 分 岐 部 病 変 を 2 つ の ス テ ン ト で 治 療 す る 際 の

治 療 の 適 正 化 へ の 道 を 拓 い た 初 め て の 研 究 で あ り 、 よ り 良 い 治 療 ス ト ラ テ ジ

ー を 検 討 す る た め の 新 た な 方 法 論 を 提 示 し た も の で 、 未 来 の 治 療 の 進 歩 に 貢

献 す る 論 文 と し て 高 く 評 価 で き る 。 治 療 機 器 や 治 療 手 技 の 開 発 に 寄 与 す る レ

ギ ュ ラ ト リ ー サ イ エ ン ス の 評 価 科 学 分 野 の 発 展 に 貢 献 す る も の で あ る 。  

よ っ て 、 博 士 （ 生 命 医 科 学 ） の 学 位 論 文 と し て 十 分 に 価 値 あ る も の と 認 め

る 。   
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